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概要 
（100～150 字程度） 

Th1型免疫賦活能を有する食品由来乳酸菌Lactobacillus plantarum 

K4-9 株の摂取による宿主免疫系の活性化を介したがん転移の抑制

効果について検討した。乳酸菌 K4-9 株をマウスに摂取させること

により、樹状細胞や T 細胞を含む宿主免疫系が活性化するととも

に、抗腫瘍エフェクター細胞が効率的に腫瘍局所に導入されること

で、がんの肝転移巣形成を抑制することが示唆された。 
研究目的 
（300 字程度） 

 乳酸菌は糖類を発酵して乳酸を生成する細菌であり、ヨーグルト

や漬物などの発酵食品に多く含まれている。これまでに申請者ら

は、食品由来乳酸菌株を多数単離し、それらの免疫賦活効果につい

て検証を行ってきた。その結果、乳酸菌の中で、免疫細胞からのサ

イトカイン産生を強く誘導する乳酸菌 Lactobacillus plantarum K4-9

株を見出している。この乳酸菌 K4-9 株が Th1 型免疫賦活能を有す

ることを in vitro の実験で明らかにしている。 

そこで本研究では、乳酸菌 K4-9 株摂取による宿主免疫の恒常性

維持機能を証明する。また、K4-9 株の免疫賦活作用あるいは免疫

抑制能を利用して、がんの再発や転移の予防、がん免疫治療におけ

る抗腫瘍効果の亢進について検証を行う。 
研究内容・成果 
（1000 字程度） 

野生型 C57BL/6 マウスを用い、乳酸菌 K4-9 株を 1 週間、経口投

与させた後、脾臓を回収し、total RNA の抽出を行い、サイトカイ

ン mRNA 発現を RT-qPCR で解析した。その結果、乳酸菌を摂取さ

せたマウスの脾臓細胞において IFN-βおよび IFN-γの mRNA 発現

が増加した。また、脾臓細胞から CD4 陽性 T 細胞および CD8 陽性

 



T 細胞を磁気ビーズにより単離し、ケモカインレセプターおよび細

胞傷害関連分子のmRNA発現についてRT-qPCRで解析したところ、

乳酸菌を摂取したマウスの CD4 陽性 T 細胞の CXCR3 および CCR5

の mRNA、CD8 陽性 T 細胞の Perforin および Granzyme B の mRNA

の発現レベルがコントロールマウスより高い傾向であった。 

次に、マウスに乳酸菌を 1 週間摂取させた後、転移性 B16F10 マ

ウスメラノーマ細胞を尾静脈より移入し、さらに 2 週間乳酸菌を摂

取させた。この担がん転移マウスモデルにおける肺組織および肝臓

における転移巣形成について、in vivo イメージングおよび HE 染色

による解析・評価を行ったところ、乳酸菌摂取群においてコントロ

ー群に比べて有意に肝転移巣の形成が抑制されることを見出した。

また、本モデルマウスの肝転移巣局所に浸潤している免疫担当細胞

について、免疫組織化学染色法により解析した結果、コントロール

群に比べて乳酸菌摂取群において CD11c 陽性樹状細胞や CD3 陽性

T 細胞の著しい浸潤が確認された。 

以上のことから、乳酸菌 Lactobacillus plantarum K4-9 株の摂取に

より、樹状細胞や T 細胞を含む宿主免疫系が活性化するとともに、

抗腫瘍エフェクター細胞が効率的に腫瘍局所に導入されることで、

がんの肝転移巣形成を抑制することが示唆された。 
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